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６月定例会

　国民健康保険税の引き上げには一貫し
て反対してきた。令和11年の県内統一に
向けて激変緩和も含めてということだっ
たが、当初、年あたり5,000円程度とい
う説明だったと思うが、一人当たりを見
ると9,000円程度の引き上げになってい
る。そういう意味では約束が違うのでは
ないか。被保険者の多くは非正規雇用の
人や農家で他の医療保険と違い税金が
高いという問題もある。この高いところ
に子ども・子育て支援金が上乗せになっ
ている。子育て支援は必要だがその財
源を直接関係ない医療保険料に上乗せ
するのは筋違いである。全国では保険税
を引き下げや抑えている市区町村もあ
る。市当局にさらなる努力を求めると同
時に国にも強く要請すべきである。

　国民健康保険制度は、市民の皆さまが安心して医療を受
けるための重要な社会保障制度であり、その安定的な運営
の維持は自治体の重要な責務である。
　確かに、物価高騰が続くなか、市民生活は厳しい状況に
あることも十分理解する。しかしながら、財政調整基金を
活用しながら急激な負担増を抑制し、子ども・子育て支援
金分も含め段階的な税率調整が行われており、市民負担へ
の配慮と制度の持続可能性を両立させる現実的な対応であ
ると評価する。
　また、低所得者に対する軽減措置について、判定基準額
を引き上げる改正も盛り込まれ、負担能力に応じた配慮が
図られている。
　本議案は、生活福祉常任委員会で慎重に審議され、その
結果、委員長報告のとおり全会一致で可決すべきものと決
している。市民生活への配慮を行いながら、国民健康保険
制度の持続可能な運営と県内統一に向けた着実な歩みを進
めるために必要な条例改正であると判断する。

議案第43号   �本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

討　論
反　対 賛　成渡辺　忠夫 議員 根本　利信 議員 

　令和８年６月定例会は、令和８年６月８日に開会し、19日に
閉会しました。６月議会はその年度の国民健康保険税率を改正
する条例が提出されることから「国保議会」と呼ばれ、今定例
会でも質疑、討論が行われました。

応益分を調整、医療分は税率引き下げるも全体として所得の伸びが影響
　国保税の県内統一に向けて、次年度以降の急激な税率上昇を避けるため、県が示す統一時の税率の暫
定値と比較して応益分（均等割、平等割）の割合が低い状況にあることから、医療給付費分の平等割を
除き、応益分が引き上げられています。応能分（所得割）は医療給付費分を引き下げ、他は据え置きに
なりましたが、結果、子ども・子育て支援金分を含め税率改定による引き上げ額は、一人当たり年1,000
円程度となりました。また、所得の伸びによる自然増分が一人当たりの年試算額を8,000円程度引き上
げています。

子ども・子育て支援金の影響は
　令和８年４月から始まった子ども・子育て支援金制度は、既存の社会
保険制度の賦課、徴収の仕組みを利用して国に納付することで、全世代
で子育て支援を支えていくものです。本算定では応益分で年約2,200
円、応能分を足した一人当たりの税額は年3,960円と試算されました。

激変緩和のため財政調整基金から1,800万円を繰入
　本算定では、急激な税額上昇を避けるため財政調整基金から繰り入れを行っており、補正後の残高は
2億53万4千円となりました。令和11年度の県内統一に向けた調整は今後も注視していきます。

国保議会
令和８年度の国保税は

令和11年度の県内統一に向けた調整が続く

（応能）
所得割

（応益）
均等割
平等割
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議案第48号   �本宮市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定について

議案第44号   ��平成23年東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固定資産税及び
国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第53号   本宮市工業用地資産
運用事業特別会計補正予算（第１号）

議案第56号   本庁舎カウンター及び
市民ホール什器更新契約について

　東京電力福島第一原子力発電所事故に
伴う避難指示などが解除された区域に居
住していた方への国民健康保険税減免に
対する国の財政支援が、令和８年度も延
長されることから、国の基準に基づき令
和８年度課税分の減免措置のために条例
を改正します。

　本宮市子ども・子育て会議の委員
数を12人以内から15人以内に変更
するものです。
　県立本宮高等学校やあだち支援学
校高等部の教職員を学識経験者とし
て新たに任命することで、日頃から
子どもの悩みに接する方や特別支援
教育の視点など、より専門的な意見
を施策に取り入れ、市の子ども・子
育て支援施策の充実と、支援体制の
強化が図られます。

　北工業団地の賃貸借契約していた土地を売却
したことに伴い、売払収入と貸付収入との差引
額を一般会計に繰り出し、市債の繰上償還を行
うものです。

　令和８年度当初予算に計上された、市役所本庁
舎のカウンターや市民ホールの什器（じゅうき（備
品））を更新し、足腰の悪い方も安心して手続きが
できるようにローカウンターなどを購入します。
　７月１日からは市民課の窓口に受付案内システ
ムが導入され、来庁された方の負担軽減とプライ
バシーに配慮したスムーズな案内が期待されます。

▲システム導入も含め市民サービスの向上に期待

　本宮市では、子ども・子育て施策の推進のため、法律に基づ
き平成25年度から本宮市子ども・子育て会議を設置しています。
　委員には、学識経験者や関係機関の職員だけでなく、子ど
もや子育て支援に関係する事業を行っている方や子育て中の
保護者など現場で働いている方も委嘱され、子育て・子育て
支援の当事者からも意見を聞いて施策を進めています。

子ども・子育て会議とは
Question

平成23年３月11日に住所を有していた地域 減免割合

【平成28年に解除された区域】
葛尾村の一部、南相馬市の一部、川内村の残り全域 特例終了

【平成29年に解除された区域】
飯舘村の一部、浪江町の一部、川俣町、富岡町の一部 １／２

【平成31年に解除された区域】
大熊町の一部 全　部



もとみや議会だより第89号もとみや議会だより第89号 4

議案TOPIC・討論議案TOPIC・討論

　しらさわという文言をなくしてもとみやとする内容である
が、当時、福島県でワーストワンの住みにくい村ということ
で新聞報道されたことを受け、村と議会が一丸となって何と
かしようと頑張ってきた経緯がある。その中で、今後計画す
る場合は他の町、村にないものを作ろうというのが暗黙の
了解になった感じがあり行動した記憶がある。今、この施設
は他に例のないほど機能的にも優秀なものだと思う。そう
いうものを作るという当初からの目標であり、当初から自慢
できるものであった。
　合併20周年を契機にというのは違和感がある。この20年、
白沢地域にとっては統計を見ても人口が減ってきた。人口対
策を考える場合にそういう地域にこの有名な図書館がある
ことによって人口確保に大いに役立てると思う。子どもに好
かれる施設があるということは白沢の人口対策にも大いに活
かせるものとなるのではと期待を込めるならば、しらさわと
いう名称を残していくことが本市の発展に寄与すると思う。

　前号と同じくしらさわの文言をなくしていくという条例であ
る。しらさわがなくなるのは寂しいという、それだけでなく歴
史のあるものであるためなくしてしまうことは賛成できない。
　私たちの活動としては例えば住宅団地を造るという話で、当
時は西郷村で200世帯ぐらいの区画を造るという話があり早速
見に行った。東京のベッドタウンとして名前があがるくらいの場
所で、私たちもということで今の光が丘だったと思うが248区
画、西郷村より多い区画のものを造った。あるいは野球場では
夜間照明が欲しいという要望があり、今のグリーンパークの上、
白沢中学校のわきにある村民野球場を造り運営してきた。グリー
ンパークも当時は破格の金額をかけて、この辺にはない施設と
して地域に役割を果たしてきた。現在では高校野球の県予選と
いうとしらさわグリーンパークというのが高校生のなかでは話
題になっているそうで、それだけ定着しているということはこの
まま続けるのが良いのではないかと感じている。

　本議案は、市を代表する施設であり、多くの
市民の皆さまに親しまれる施設となったしらさ
わ夢図書館について、本宮市誕生20周年を契機
にしらさわをもとみやに変更することにより、本
宮市の施設であることを明確化し、市内はもと
より県内外へのさらなる魅力発信と利用者及び
集客者の増加につなげるものである。
　これまでしらさわ夢図書館は中央公民館図書
室とともに市民の読書を支える中心的施設とし
ての役割を果たしてきた。昨年はもとみや電子
図書館も開設し更なる充実が図られ、今後も市
を代表する施設として発展を続ける魅力ある図
書館となるものと期待する。本宮市の施設であ
ることを広くPRし、さらなる認知度向上を目指
すべきと考え賛成する。

　本議案は、市を代表する施設であり、多くの
市民の皆さまに親しまれる施設となったしらさ
わグリーンパークについて、本宮市誕生20周年
を契機にしらさわをもとみやに変更することで、
市の施設であることを明確化し、市内はもとよ
り県内外へのさらなる魅力発信と利用者及び集
客の増加につなげるものである。
　しらさわグリーンパークは令和６年春に球場
内の大幅な改修工事が完了しリニューアルされ、
さらには空調設備の設置やスコアボードの改修
など機能性も向上し、ますます人気のある球場
となるものと期待される。本宮市の施設である
ことを広くPRし、さらなる認知度向上を目指す
べきと考え賛成する。

議案第46号   �本宮市立図書館条例の一部を改正する条例制定について

議案第47号   ��本宮市しらさわグリーンパーク条例の一部を改正する条例制定
について

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

渡辺　忠夫 議員 

渡辺　忠夫 議員 

玉川　　実 議員 

玉川　　実 議員 

　本宮市誕生20周年を契機に市内唯一の図書館である「しらさわ夢図書館」を「もとみや夢図書館」に、
分館の「本宮市中央公民館図書室」を「本宮市立もとみや夢図書館分館」に変更する条例です。この条
例は令和９年１月１日から施行され、看板工事費が補正予算に計上され可決されています。
　本会議や常任委員会において質疑、討論がされ、賛成12名、反対６名で可決されました。

　本宮市誕生20周年を契機に市内唯一の施設である「本宮市しらさわグリーンパーク」を「本宮市もと
みやグリーンパーク」に変更する条例です。この条例は令和９年１月１日から施行され、看板工事費が
補正予算に計上され可決されています。
　本会議や常任委員会において質疑、討論がされ、賛成11名、反対７名で可決されました。

賛 否 討 論 賛成・反対者の詳細は８ページの賛否一覧に記載してあります。
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常任委員会審査常任委員会審査

　総務文教常任委員会には、本宮市税条例の一部を改正する条例制
定についてのほか議案３件、陳情３件が付託されました。主な審議
内容は、次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、本宮市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例制定についてのほか議案９件が付託されました。主な審
議内容は、次のとおりです。

令
和
８
年
度
本
宮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

説
明　

中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
整
備
及
び
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
改
修
工
事
費
を
、
そ

し
て
小
学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
整
備
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
改
修
設
計
委
託
費
を
計

上
す
る
。

問　

昨
年
、
補
助
金
が
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
経
過
が
あ
っ

た
が
財
源
は
あ
る
の
か
。

答　

空
調
設
備
に
つ
い
て

は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
に
つ

い
て
は
脱
炭
素
化
推
進
事

業
債
を
見
込
ん
で
い
る
。

本
宮
市
立
図
書
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

説
明　

本
宮
市
誕
生
20
周
年

を
契
機
に
し
ら
さ
わ
を
も

と
み
や
に
変
更
し
、
利
用

者
及
び
集
客
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。

問　

名
称
の
変
更
に
伴
い
、

市
民
へ
の
意
見
集
約
等
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

集
約
の
場
等
は
設
け
て

い
な
い
。
定
例
記
者
会
見

等
で
発
表
を
し
て
い
る
が
、

今
現
在
、
意
見
等
は
届
い

て
い
な
い
。

総務文教
常任委員会

生活福祉
常任委員会

陳
情
審
査

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

本
宮
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

陳
情
第
４
号
「
東
京
都
新
宿

区
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
事

例
を
受
け
て
、
政
党
機
関
紙

の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
関
す

る
早
期
の
実
態
把
握
と
再
発

防
止
を
求
め
る
陳
情
」

　

陳
情
第
４
号
は
、
執
行
部
に
庁
内

の
現
状
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
本

市
で
は
実
態
調
査
等
が
必
要
な
状
況

に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
判
断
し
た

こ
と
か
ら
不
採
択
に
す
べ
き
と
決
定

し
ま
し
た
。

陳
情
第
５
号
「
再
審
法
（
刑

訴
法
の
再
審
規
定
）
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
陳
情
」

　

陳
情
第
５
号
は
、
陳
情
者
に
質
疑

を
行
い
、
採
択
に
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

陳
情
第
６
号
「『
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
』
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て
」

　

陳
情
第
６
号
は
、
陳
情
者
及
び
執

行
部
に
質
疑
を
行
い
、
採
択
に
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

説
明　

地
方
税
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改

正
と
令
和
11
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
県
内
統
一
に
向
け

て
保
険
料
上
昇
が
緩
や
か
に

な
る
よ
う
調
整
す
る
も
の
。

問　

今
回
の
応
能
（
所
得
割
）

と
応
益
（
均
等
割
、
平
等
割
）

の
税
率
調
整
の
考
え
方
は
。

答　

県
が
示
し
た
統
一
時
の

暫
定
値
と
比
較
す
る
と
応
益

分
が
低
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
得
割
が
賦
課
さ
れ

な
い
、
特
に
所
得
の
低
い
方

が
後
年
度
に
お
い
て
急
激
な

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、

段
階
的
に
移
行
す
る
た
め
応

益
分
の
調
整
を
行
っ
た
。
課

税
所
得
０
円
で
７
割
軽
減
と

な
る
年
金
収
入
の
単
身
世
帯

の
ケ
ー
ス
で
は
、
令
和
７
年

度
か
ら
月
あ
た
り
１
０
０
円

の
負
担
増
と
な
る
。

説
明　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
の
委
員
数
を
15
人
に
増
員

す
る
も
の
。

問　

委
員
に
学
識
経
験
者
２

名
を
新
た
に
加
え
る
理
由
は
。

答　

日
頃
か
ら
の
悩
み
に
対

応
す
る
高
校
教
員
枠
を
今
回

新
設
す
る
こ
と
で
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
意
見
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

自
分
ら
し
く
成
長
で
き
る
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
必

要
で
あ
り
、
専
門
的
知
見
を

い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。
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常任委員会審査・特別委員会活動報告常任委員会審査・特別委員会活動報告

　産業建設常任委員会には、令和８年度本宮市一般会計補正予算
（第１号）のほか議案２件が付託されました。主な審議内容は、次
のとおりです。

令
和
８
年
度
本
宮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

説
明　

立
地
適
正
化
計
画

策
定
に
つ
い
て
委
員
報
酬

等
を
補
正
計
上
す
る
。

問　

立
地
適
正
化
計
画
策

定
の
方
向
性
は

答　

人
口
減
少
社
会
に
対

応
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
実
現
す
る
た
め
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
策

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
併
せ

て
中
心
市
街
地
周
辺
開
発
に

向
け
た
新
た
な
都
市
再
生
整

備
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い

く
も
の
。

現
地
調
査

　

鍋
田
２
号
線
用
悪
水
路

改
良
工
事
箇
所
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

産業建設
常任委員会

▲鍋田２号線用悪水路改良工事現場

令
和
８
年
度
本
宮
市
工
業
用
地
資
産
運
用
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

説
明　

北
工
業
団
地
の
土
地

売
却
に
つ
い
て
、
民
間
会
社

へ
の
土
地
売
払
収
入
を
利
用

し
繰
上
償
還
を
行
う
た
め
、

売
却
代
金
か
ら
賃
料
分
を
引

い
た
額
を
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
る
も
の
。

問　

売
却
価
格
が
安
価
と
感

じ
ら
れ
る
が
積
算
方
法
は
。

答　

不
動
産
鑑
定
に
基
づ
く

結
果
で
あ
り
、
土
地
の
北
側

が
法
面
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
国
道
４
号
線
に
接
し
て

い
る
間
口
が
狭
い
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
の
鑑
定
価
格
に

な
っ
て
い
る
。

　議員が条例や法律によらずに議員報酬や期末手当を
辞退または返還することは、公職選挙法における「寄附
行為」に該当するため禁止されています。
　改正前の条例では、議員報酬の支給を制限する規定
がないため、この条例を整備しました。

なぜこの条例が必要なのか
Question

議員定数等調査
特別委員会活動報告
回答総数209件
アンケートご協力に感謝！

　前回の議会だより第88号にて実施した
本宮市議会議員定数等に関するアンケート
調査では、ウェブ回答も含め、回答総数
209件のご意見をいただきました。今後、
アンケートの分析などを進めながら、適切
な議員定数や議員のあり方などを議論して
いきます。

議会提案条例、改革の一歩

本宮市議会議員の議員報酬等の特例に関する
条例を制定しました

　一昨年度から全議員で議論を重ねてきた条例が上程さ
れ、全会一致で可決しました。
　この条例は、本宮市議会議員が刑事事件の被疑者にな
り逮捕などをされた場合、拘束されていた期間の議員報
酬やその期間に対応する期末手当の支給を制限できるよ
うにするものです。

分
析
中
！
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議決結果一覧議決結果一覧

令和８年６月定例会　議決結果一覧
市長提出案件　議案19件　報告６件

番　号 議　　　案　　　名 付託委員会 議決結果

陳情第４号 東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関する
早期の実態把握と再発防止を求める陳情 総務文教 不採択

陳情第５号 再審法（刑訴法の再審規定）の改正を求める意見書採択に関する陳情 総務文教 採　択

陳情第６号 「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求める陳情について 総務文教 採　択

陳情３件

番　号 議　　　案　　　名 付託委員会 議決結果

議案第40号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号　和解及び損害賠償額の決定について） 生活福祉 承　認

議案第41号 本宮市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第42号 本宮市税条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第43号 本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第44号 平成23年東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固定資産税及び
国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第45号 本宮市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第46号 本宮市立図書館条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第47号 本宮市しらさわグリーンパーク条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第48号 本宮市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第49号 本宮市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第50号 令和８年度本宮市一般会計補正予算（第１号） 各常任委員会 原案可決確定

議案第51号 令和８年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定

議案第52号 令和８年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定

議案第53号 令和８年度本宮市工業用地資産運用事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第54号 令和８年度本宮市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第55号 令和８年度本宮市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第56号 本庁舎カウンター及び市民ホール外什器更新契約について 省　略 原案可決確定

議案第57号 和解の受諾について 省　略 原案可決確定

議案第58号 令和８年度本宮市一般会計補正予算（第２号） 省　略 原案可決確定

報告第３号 債権放棄の報告について － －

報告第４号 令和７年度本宮市継続費繰越計算書について － －

報告第５号 令和７年度本宮市繰越明許費繰越計算書について － －

報告第６号 令和７年度本宮市事故繰越し繰越計算書について － －

報告第７号 令和７年度本宮市水道事業会計予算繰越計算書について － －

報告第８号 令和７年度本宮市公共下水道事業会計予算繰越計算書について － －



もとみや議会だより第89号もとみや議会だより第89号 8

議決結果一覧・賛否一覧議決結果一覧・賛否一覧

令和８年６月定例会　議決結果一覧

令和８年４月臨時会　議決結果一覧

６月定例会賛否一覧

上記以外の議案等は全会一致で可決されています。

※　○は賛成　●は反対　欠は欠席　議長（斎藤雅彦）は採決には加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共…日本共産党

会派名 誠和会 創成・公明の会 新風会 共

議員名

議案

石
橋
今
朝
夫

作
田　
　

博

橋
本　

善
壽

菊
田　

広
嗣

磯
松　

俊
彦

玉
川　
　

実

渡
辺　

富
幸

後
藤　

友
誉

三
瓶　

裕
司

川
名　

順
子

渡
辺　

秀
雄

菅
野　

健
治

三
瓶　

幹
夫

馬
場　

亨
守

根
本　

利
信

斎
藤　

雅
彦

田
中
美
代
子

国
分　

秀
好

渡
辺　

忠
夫

議案第43号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ●

議案第46号 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ － ○ ● ●

議案第47号 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ － ○ ● ●

番　号 議　　　案　　　名 議決結果

発議第４号 本宮市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例制定について 原案可決確定

発議第５号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書 原案可決確定

発議第６号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決確定

－ 議員派遣 決　定

－ 閉会中継続調査（各常任委員会） 決　定

議員提出案件　発議３件

市長提出案件　議案３件　報告１件

令和８年４月臨時会

　令和８年４月臨時会が、令和８年４月21日に開会し、その日に閉会しました。
　臨時会では、地方税法改正に対応するための条例改正の専決処分の承認や岩根地区公民館の耐震
改修工事の契約締結など議案３件、報告１件について審議を行い、全て全会一致で可決しました。

番　号 議　　　案　　　名 付託委員会 議決結果

議案第37号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号　本宮市税条例等の一部を改正する条例制定について） 省　略 原案可決確定

議案第38号 岩根地区公民館耐震補強改修工事（建築主体）請負契約について 省　略 原案可決確定

議案第39号 和解の受諾について 省　略 原案可決確定

報告第２号
専決処分の報告について
（専決第４号　稲沢分館長寿命化改修工事（建築主体）請負契約の一部を変更す
る契約について）

－ －
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一般質問市
政
を
問
う

Question
 一般質問とは 
　議員が、市政全般のことについて、市に対して考えを聞くのが
一般質問です。皆さんの生活にかかわる内容がきっとあります。

ＱＲコードから各議員の質問の
映像を見ることができます。

質問議員 質　問　事　項 ページ

磯松　俊彦
（誠和会）

・人口減少率に合わせた地区別政策は
・優良農地継承に向けての方向性は 10

菊田　広嗣
（誠和会）

・子ども議会の考えは
・リテラシー教育の現状は 10

作田　　博
（誠和会）

・インター周辺の開発について
・中東情勢の混乱の影響は 11

玉川　　実
（誠和会）

・道の駅の推進とその経済効果は
・みずきが丘調整池の管理状況は 11

国分　秀好
（新風会）

・防災道の駅を整備しては
・小中学校の安全対策は 12

後藤　友誉
（誠和会）

・部活動・スポ少の移動支援しては
・市からの情報発信について 12

渡辺　富幸
（誠和会）

・学校統廃合判断基準の進捗状況は
・白沢３小学校統廃合を進めるべき 13

田中美代子
（新風会）

・市内介護事業所の人材充足状況は
・エンディングノートの利用促進は 13

菅野　健治
（創成・公明の会）

・町名変更について
・白沢地区複合型商業施設について 14
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問問　

市
が
実
施
し
て
い
る
施

策
に
よ
る
効
果
は
条
件
の
良

い
所
に
集
ま
っ
て
い
る
傾

向
。
人
口
減
少
地
区
に
お
け

る
政
策
を
工
夫
す
る
余
地
が

あ
る
な
ら
イ
メ
ー
ジ
は
。
人

口
減
少
地
域
に
お
け
る
住
民

参
加
型
の
先
進
的
な
取
り
組

み
の
事
例
が
あ
る
よ
う
な
の

で
研
究
さ
れ
て
み
て
は
。

答答　

地
区
ご
と
に
人
口
減
少

対
策
を
設
け
て
の
対
応
策
は

現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
。

地
区
ご
と
に
人
口
の
増
減
を

見
て
い
く
と
い
う
の
は
今
後

の
行
政
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
。
住
民
参

加
型
の
先
進
的
な
取
り
組
み

の
調
査
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問問　

農
家
の
事
業
継
承
が
し

や
す
い
環
境
と
は
。
農
地
の

現
状
は
ど
う
な
の
か
分
析
の

状
況
は
。
事
業
継
承
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
な
り
行
っ
た

経
緯
は
。
農
業
に
つ
い
て
の

関
心
、
家
庭
菜
園
な
ど
に
関

し
て
も
市
民
の
方
を
含
め
て

気
軽
に
語
り
合
え
る
場
所
も

効
果
的
か
と
思
う
が
。

答答　

収
益
性
、
利
便
性
が
関

係
。
詳
し
い
分
析
は
行
っ
て

い
な
い
。
令
和
７
年
２
月
10

年
後
に
後
継
者
い
る
か
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
し
た
が
い
な
い

と
い
う
回
答
が
63
％
。
多
く

の
方
が
集
い
話
を
す
る
こ
と

も
大
切
、
チ
ャ
ン
ス
が
整
え

ば
実
施
の
方
も
考
え
て
い
く

こ
と
も
一
つ
。

■問 

優
良
農
地
継
承
に
向
け
て
の
方
向
性
は

　

■答 

地
域
の
皆
さ
ん
と
取
り
組
み
た
い

その他の質問
・投票率向上のための方策は
・学校運営協議会のあり方は

その他の質問
・人口動態の地区別状況について
・荒廃農地の現状と活用の状況について

▲子ども議会で、参政意識の醸成と子どもに寄り添ったまちづくりを
　（議会だより第72号より市内中学校の総合学習授業の様子）

問問　

若
年
層
の
投
票
率
低
下

が
全
国
的
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
子
ど
も
の
段
階
か

ら
社
会
参
加
や
政
治
参
加
を

特
別
で
は
な
く
自
然
な
こ
と

と
し
て
経
験
で
き
る
環
境
づ

く
り
は
今
後
非
常
に
重
要
。

政
治
参
画
意
識
醸
成
の
観
点

か
ら
子
ど
も
議
会
の
よ
う
な

取
組
を
検
討
す
る
考
え
は
。

答答　

投
票
率
ア
ッ
プ
や
政
治

参
画
に
つ
な
が
る
か
は
別
と

し
て
、
小
・
中
学
生
が
本
宮

市
を
ど
う
見
て
い
る
か
を
知

れ
る
の
も
、
と
て
も
役
に
立

つ
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
だ

け
、
議
会
だ
け
が
や
る
の
で

は
な
く
、
教
育
委
員
会
も
含

め
、
一
つ
に
な
っ
て
や
っ
て

い
く
べ
き
と
思
う
。

問問　

先
生
方
も
非
常
に
多
忙

な
中
、
働
き
方
改
革
や
部
活

動
の
問
題
が
あ
る
中
で
、
さ

ら
に
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
い

う
専
門
性
の
高
い
分
野
に
対

応
し
て
い
く
の
は
現
実
的
に

か
な
り
負
担
が
大
き
い
。
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
に
必
要
な
専

門
性
を
ど
の
よ
う
に
補
完
を

し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

答答　

企
業
や
外
部
の
方
々
を

招
き
な
が
ら
補
完
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
対
応
を
し
て
い

る
。
地
域
の
学
校
運
営
協
議

会
も
あ
る
の
で
、
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
っ
て
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
に
取
り
組
む
こ
と

は
有
効
。
し
っ
か
り
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
を
し
た
い
。

■問 

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
現
状
は

　

■答 

学
校
が
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
た
い

QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

子
ど
も
議
会
の
考
え
は

　

■答 

調
整
を
し
て
や
っ
て
い
く
べ
き

菊田 広嗣
（誠和会）

■問 

人
口
減
少
率
に
合
わ
せ
た
地
区
別
政
策
は

　

■答 

今
後
の
行
政
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

磯松 俊彦
（誠和会）

◀
本
市
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
立
地
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その他の質問
・郡山市北部から続くインター五百川の開発は
・PPP（PFI）による事業連携は可能か

▲みずきが丘住宅内の広大な調整池の全容

問問　

郡
山
経
済
圏
か
ら
続
く

本
市
の
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
賑

わ
い
創
出
は
イ
オ
ン
と
イ
ン

タ
ー
間
ま
で
は
わ
ず
か
５
㎞

程
度
で
あ
り
、
拠
点
化
構
想

を
面
的
に
構
築
し
、
そ
の
集

客
の
中
心
は
道
の
駅
構
想
を

掲
げ
る
こ
と
が
経
済
効
果
、

観
光
地
化
の
道
の
駅
を
つ
く

れ
る
と
思
う
が
。

答答　

何
故
大
き
な
投
資
を

渋
っ
て
い
る
か
い
う
と
、
本

宮
市
の
財
政
状
況
は
悪
く
な

い
が
、
財
政
調
整
基
金
が
14

億
円
を
基
準
と
は
別
に
15
～

20
億
円
に
な
っ
た
ら
、
議
会

の
皆
さ
ん
と
そ
の
方
向
性
を

一
緒
に
し
て
、
や
っ
て
行
こ

う
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
考

え
た
い
。

問問　

山
林
を
切
り
開
い
て
住

宅
を
造
る
と
雨
水
が
一
気
に

流
水
す
る
た
め
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
囲
い
が
大
き

く
大
変
で
、
子
ど
も
た
ち
が

通
学
し
て
い
る
中
で
底
が
見

え
て
し
ま
う
。
環
境
面
か
ら

も
子
供
た
ち
の
負
荷
に
な
っ

て
、
す
り
鉢
状
の
恐
怖
を
感

じ
る
エ
リ
ア
の
管
理
は
。

答答　

み
ず
き
が
丘
に
限
っ
て

特
別
な
管
理
は
現
時
点
で
は

な
い
が
、
現
場
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
非
常
に
高
さ
が

あ
っ
て
恐
怖
を
感
じ
る
と
こ

ろ
は
そ
の
通
り
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
場
所
は
特
に
注
意

喚
起
や
侵
入
・
転
落
防
止

フ
ェ
ン
ス
の
安
全
設
備
点
検

を
し
っ
か
り
努
め
た
い
。

■問 

み
ず
き
が
丘
調
整
池
の
管
理
状
況
は

　

■答 

適
切
な
管
理
に
努
め
て
参
り
た
い

▲一部開通した本宮インター前の道路

問問　

当
該
地
区
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
東
北
自
動
車
道
の

開
通
に
伴
い
本
宮
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
、
交
通
の

要
衝
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
商
工
業
の
立
地
と
し
て

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
生
ま

れ
た
。
企
業
か
ら
オ
フ
ァ
ー

が
あ
っ
て
数
年
経
過
し
た
。

経
過
と
現
状
は
。

答答　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
前

の
大
型
商
業
施
設
に
つ
い
て

は
、
最
近
６
月
２
日
に
交

渉
、
協
議
を
し
て
き
た
。
長

引
く
物
価
高
、
建
設
費
の
高

騰
が
一
番
の
課
題
。
さ
ら
に

は
自
社
競
合
の
問
題
も
あ

り
、
決
定
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
交
渉
は
続
け
て
い
く
、

現
状
の
考
え
で
あ
る
。

問問　

中
東
情
勢
の
混
乱
に
よ

る
影
響
で
ナ
フ
サ
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
ご
み
収
集
用

の
袋
は
十
分
で
あ
る
の
か
。

指
定
ご
み
袋
の
値
上
げ
、
品

薄
、
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

安
達
広
域
行
政
組
合
内
に
お

い
て
の
対
応
は
。

答答　

安
達
広
域
行
政
組
合
に

よ
れ
ば
、
指
定
ご
み
袋
の
供

給
量
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、

入
荷
が
止
ま
る
こ
と
は
な
い

と
の
見
解
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
原
材
料
の
価
格
や
物
流

コ
ス
ト
の
上
昇
し
て
い
る
た

め
、
材
料
価
格
が
落
ち
着
く

ま
で
、
御
価
格
の
値
上
げ
は

避
け
ら
れ
な
い
。

■問 

中
東
情
勢
の
混
乱
の
影
響
は

　

■答 

指
定
ご
み
袋
の
供
給
は
確
保

QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

　

■答 

交
渉
は
継
続
し
て
い
る

作田　博
（誠和会）

その他の質問
・道の駅を調査するNPO法人に市の支援策は
・ゴミ焼却施設の重油の確保は

■問 

道
の
駅
の
推
進
と
そ
の
経
済
効
果
は

　

■答 

早
く
や
れ
る
環
境
が
で
き
れ
ば
い
い
が

玉川　実
（誠和会）
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問問　

本
宮
市
は
、
国
道
４
号
、

東
北
自
動
車
道
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
広
域
交
通
網

の
結
節
点
に
位
置
し
て
お
り
、

地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
防

災
道
の
駅
整
備
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
将
来
に
と
っ
て
意
義

の
あ
る
取
組
で
は
な
い
か
。

答答　

防
災
道
の
駅
の
拠
点
を

持
つ
こ
と
は
維
持
費
が
相
当

か
か
る
。
東
日
本
大
震
災
の

時
は
、
総
合
体
育
館
が
十
分

機
能
を
果
た
し
た
経
緯
が
あ

り
、
現
在
は
各
公
民
館
、
各

体
育
館
に
防
災
機
能
を
高
め

る
た
め
エ
ア
コ
ン
設
置
や
サ

テ
ラ
イ
ト
型
の
防
災
倉
庫
を

造
っ
て
い
る
。

問問　

本
年
３
月
に
児
童
・
生

徒
の
安
全
に
関
す
る
事
案
が

発
生
し
、
学
校
現
場
に
お
け

る
安
全
対
策
の
重
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
び
、
活
動
す
る

た
め
に
環
境
整
備
を
整
え
る

こ
と
は
重
要
な
責
務
と
思
う

が
市
の
対
応
は
。

答答　

安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
に
お
い
て
新
学
期
ご

と
に
安
全
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
不
審
者
対
策
及
び
熊

対
応
に
つ
い
て
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
緊
急
時
に
備
え

て
い
る
。
災
害
対
応
に
お
い

て
も
、
火
災
や
地
震
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
年
２
回
取

り
組
ん
で
い
る
。

■問 

小
中
学
校
の
安
全
対
策
は

　

■答 

安
全
点
検
は
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

その他の質問
・保護者送迎による危機管理とリスクの認識は
・修学旅行時のバス利用に係る補助をする考えは

▲大会や練習試合参加における
　子どもたちの安全な移動手段確保を

問問　

部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
の
移
動
時
の
費
用
負

担
を
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。
部
活
動
の
地
域

展
開
の
一
助
、
安
全
に
移
動

す
る
た
め
に
部
活
動
や
ス
ポ

少
が
バ
ス
を
利
用
し
た
際
の

補
助
支
援
や
、
移
動
に
使
用

で
き
る
市
の
バ
ス
所
有
の
考

え
で
支
援
す
べ
き
で
は
。

答答　

バ
ス
の
所
有
は
考
え
て

い
な
い
が
、
部
活
動
は
教
育

活
動
で
あ
り
、
公
的
な
予
算

措
置
に
よ
る
貸
切
り
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
等
の
対
応
が
望
ま

し
く
調
査
踏
ま
え
て
市
が
行

う
べ
き
支
援
と
考
え
る
。
ス

ポ
少
は
実
態
把
握
の
上
で
、

補
助
金
等
の
支
援
が
必
要
な

場
合
は
検
討
し
て
い
く
。

問問　

紙
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
電
子

回
覧
版
も
併
用
し
た
行
政
区

も
あ
る
。
市
だ
け
で
は
広
報

紙
の
削
減
の
推
進
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
各
行
政
区
協
力

の
下
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両

方
を
活
用
し
、
地
域
に
応
じ

た
回
覧
も
、
必
要
な
人
に
届

け
る
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
行
政

区
ご
と
に
展
開
し
て
は
。

答答　

各
行
政
区
の
取
組
の
横

展
開
は
可
能
で
あ
り
、
望
ま

し
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活
用
自
体

は
よ
い
こ
と
。
行
政
区
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
課
題
解
決
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
環
境

配
慮
は
あ
る
べ
き
視
点
。
紙

媒
体
に
頼
ら
な
い
情
報
発
信

の
手
段
と
仕
組
み
づ
く
り
は

必
要
。
検
討
し
て
い
く
。

■問 

市
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　

■答 

広
く
市
民
へ
届
く
こ
と
を
考
え
る

■問 

部
活
動
・
ス
ポ
少
の
移
動
支
援
し
て
は

　

■答 

安
全
対
策
を
し
今
ま
で
以
上
支
援
す
る

後藤 友誉
（誠和会）

■問 

防
災
道
の
駅
を
整
備
し
て
は

　

■答 

整
備
の
方
針
・
整
備
は
考
え
て
い
な
い

国分 秀好
（新風会）

▲学校の安全対策は

QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

その他の質問
・子どもたちの熱中症対策は
・防犯カメラの設置状況は
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問問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

る
介
護
人
材
の
確
保
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
現

場
か
ら
は
人
手
不
足
を
不
安

視
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
介

護
人
材
不
足
は
、
市
民
が
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
に
直
結
す

る
地
域
課
題
で
あ
る
。
介
護

職
員
不
足
現
状
の
認
識
は
。

答答　

介
護
人
材
不
足
は
全
国

的
課
題
で
あ
り
将
来
を
見
据

え
た
際
に
、
市
内
で
も
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

事
業
所
で
は
求
人
広
告
を
活

用
し
た
人
材
募
集
、
職
場
体

験
の
受
け
入
れ
等
で
新
た
な

人
材
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
も
認
識
し
て
い
る
。

問問　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
人
生
の
最
終
段
階
に
備
え

る
だ
け
で
な
く
、
本
人
の
意

思
、
大
切
な
価
値
観
等
を
家

族
や
支
援
者
に
伝
え
る
重
要

な
ツ
ー
ル
。
判
断
能
力
低
下

後
も
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

た
支
援
。
市
の
認
識
と
市
民

へ
の
周
知
や
利
用
促
進
の
取

組
み
は
あ
る
の
か
。

答答　

本
人
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
将
来
の
希
望
、
医
療

や
介
護
に
関
す
る
考
え
を
整

理
し
家
族
や
支
援
者
に
伝
え

る
有
効
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
高
齢
者
元
気
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
講
座
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
各
地
区
の
出
前

講
座
で
専
門
の
講
師
を
招
き

意
義
や
活
用
方
法
を
周
知
。

■問 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
利
用
促
進
は

　

■答 

意
義
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
周
知
図
る

▲白沢地区の小学校の統廃合について
　早急に協議・議論を開始すべき

問問　

昨
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
教
育
長
か
ら
児
童
数
の

推
移
を
見
な
が
ら
今
後
の
学

校
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
し
て
の
判
断

基
準
及
び
進
め
方
の
原
則
化

を
明
確
に
示
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の

学
校
統
廃
合
の
判
断
基
準
作

成
の
進
捗
状
況
は
。

答答　

昨
年
12
月
議
会
の
後
、

教
育
委
員
会
で
協
議
を
重
ね

て
き
た
。
地
元
の
住
民
や
保

護
者
等
か
ら
な
る
団
体
の
長

か
ら
統
合
等
の
要
望
が
あ
る

時
等
の
４
項
目
の
目
安
を
策

定
し
た
。
こ
の
４
項
目
の
う

ち
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
段

階
で
統
廃
合
の
是
非
を
含
め

て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問問　

あ
る
程
度
の
規
模
の
学

校
を
整
備
す
る
こ
と
は
移
住

定
住
策
の
重
要
な
一
つ
で
も

あ
る
。
白
沢
地
区
の
直
近
５

年
間
の
出
生
数
（
平
均
24
名
）

か
ら
す
る
と
小
学
校
の
統
廃

合
の
議
論
・
協
議
を
始
め
る

必
要
が
あ
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
の
統
廃
合
議
論
開
始

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答答　

学
校
の
統
廃
合
は
か
な

り
の
影
響
が
あ
る
。
拙
速
な

統
合
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
将
来
の
児
童
数
減

少
を
見
据
え
た
検
討
は
不
可

避
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校

運
営
協
議
会
等
話
し
合
い
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ

と
と
も
に
地
区
の
方
々
か
ら

意
見
等
を
も
ら
い
た
い
。

■問 

白
沢
３
小
学
校
統
廃
合
を
進
め
る
べ
き

　

■答 

児
童
数
減
少
で
統
廃
合
検
討
は
不
可
避

QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

学
校
統
廃
合
判
断
基
準
の
進
捗
状
況
は

　

■答 

統
廃
合
検
討
開
始
の
目
安
は
作
成
済
み

渡辺 富幸
（誠和会）

その他の質問
・白沢地区の認定こども園の進捗状況は
・次世代校務システムについて本市の考えは

■問 

市
内
介
護
事
業
所
の
人
材
充
足
状
況
は

　

■答 

現
在
、
提
供
体
制
は
維
持
さ
れ
て
い
る

田中美代子
（新風会）

その他の質問
・成年後見制度の利用状況は
・今後、増加が見込まれる独居高齢者等の支援は

◀
成
年
後
見
制
度
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

　

連
携
さ
せ
た
取
り
組
み
も
重
要
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問問　

町
名
変
更
と
は
、
行
政

上
の
住
所
に
使
わ
れ
る
町
や

字
の
名
前
を
変
更
す
る
事
で

あ
り
、
旧
町
内
の
本
宮
市
本

宮
の
大
字
の
本
宮
を
、
糠
沢

字
光
が
丘
の
糠
沢
を
、
岩
根

字
み
ず
き
が
丘
の
岩
根
を
省

略
す
る
よ
う
、
合
併
後
、
要

望
は
な
か
っ
た
の
か
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答答　

一
般
論
で
は
、
住
所
表

記
が
短
く
な
れ
ば
、
シ
ン
プ

ル
で
分
か
り
や
す
く
な
る
側

面
は
あ
る
。
仮
に
変
え
る
と

な
れ
ば
、
変
更
手
続
き
の
手

間
を
お
願
い
す
る
事
と
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
合
併
協
議

会
の
協
議
を
尊
重
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問問　

職
員
と
３
月
に
白
沢
地

区
の
地
域
活
性
化
に
は
何
が

必
要
な
の
か
、
話
題
に
な
り
、

先
日
、
田
村
市
に
複
合
型
商

業
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。
広

い
駐
車
場
を
備
え
、
地
域
商

業
の
再
生
、
交
流
人
口
の
増

加
、
賑
い
の
拠
点
と
し
て
建

設
さ
れ
た
が
、
同
施
設
を
整

備
し
て
は
。

答答　

白
沢
地
区
の
商
業
施
設

に
つ
い
て
、
現
在
、
日
用
品
・

食
料
品
を
配
達
し
て
い
る
地

元
の
商
店
も
あ
り
、
小
売
店

舗
と
の
競
合
や
仮
に
施
設
を

整
備
し
た
と
し
て
指
定
管
理

等
を
し
た
場
合
、
採
算
性
の

観
点
を
考
え
た
場
合
、
施
設

整
備
を
行
う
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
。

■問 

白
沢
地
区
複
合
型
商
業
施
設
に
つ
い
て

　

■答 

施
設
整
備
を
行
う
考
え
は
な
い

■問 

町
名
変
更
に
つ
い
て

　

■答 

省
略
す
る
要
望
は
受
け
て
い
な
い

菅野 健治
（創成・公明の会）

QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲白沢地区にも複合型商業施設を
　（写真はコ・ラッシェ都路）

表 彰

　令和８年５月27日に開催された全国市議会議
長会第102回定期総会で、議員５名が表彰され
ました。定例会初日に議場で伝達が行われ、表
彰状と記念品が手渡されました。

特別表彰

　作田　　博 議員（議員25年以上）

一般表彰

　斎藤　雅彦 議員（議員10年以上）

　三瓶　幹夫 議員（議員10年以上）

　石橋今朝夫 議員（議員10年以上）

　菊田　広嗣 議員（議員10年以上）

Facebook Instagram

市議会を知っていただけるように
努力していきます。

市議会公式SNS フォロー・リポスト
お願いします
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令和７年度政務活動費報告

会派または
議　員　名 交付額 支出額

支　　出　　内　　訳

差引残金調　

査

研
究
費

研
修
費

広
報
費

要
請
・

陳
情　

活
動
費

資　

料

購
入
費

誠　 和　 会 840,000 838,320 624,081 0 199,089 0 15,150 1,680

創成・公明の会 670,000 662,893 473,176 118,000 0 0 71,717 7,107

新　 風　 会 450,000 454,492 192,373 0 262,119 0 0 0

本 宮 市 議 会
公　 明　 党 50,000 0 0 0 0 0 0 50,000

日 本 共 産 党 120,000 0 0 0 0 0 0 120,000

伊 藤　 隆 一 80,000 42,824 42,824 0 0 0 0 37,176

作 田　　 博 120,000 107,567 89,225 0 0 5,000 13,342 12,433

馬 場　 亨 守 20,000 0 0 0 0 0 0 20,000

三 瓶　 裕 司 10,000 0 0 0 0 0 0 10,000

※会派への脱入会や年度途中の解散などがあるため交付額は人数×１万円×12か月にならない場合があります。
※広聴費、会議費、資料作成費については全会派、個人ともに支出が０円のため省略しています。

政務活動費とは
　議員または会派は、市政の調査・研究その他の活動に必要な経費の一部として政務活動費を市から
交付されています。交付額は議員１人あたり月額１万円で、交付を受けた議員または会派は年度ごと
に収支を議長に報告し、残額がある場合は市に返還します。また、交付額を超えた分は、議員個人の
負担で支出しています。

Question

収支報告書や出納簿は市議会
ホームページでご覧ください。

調査研究費の主な
使い道は？

　先進地の研究や調査を行うため
の交通費や宿泊費、調査先への手
土産代が支出されています。一般
的な観光地への視察や飲食代は支
出できません。

令和７年度中の支出目的
　先進地調査　　６件（２町４市）
　先進事例研究　１件

※複数の会派や議員が合同で実施した
場合も１件として計上しています。

研修費の主な使い道は？
　団体などが開催する地方行財政
に関する研修会参加のための交通
費、宿泊費、参加費、資料代など
が支出されています。所属する政
党の会議などへの経費や飲食代は
支出できません。

令和７年度中の支出目的
　団体主催の研修　１件

広報費の主な使い道は？
　会派報の印刷費などが支出され
ています。所属政党の活動 PR や
調査研究と関連の薄い広報紙、報
告会、名刺は支出できません。

令和７年度中の主な支出先
　会派報印刷　２件



TEL（
０
２
４
３
）24
―
５
４
３
５

FAX（
０
２
４
３
）34
―
５
５
６
７

発
行
　
本
宮
市
議
会	

〒
969
―
1192
　
福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
２
１
２

編
集
　
広
報
広
聴
委
員
会

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

は
、
世
界
中
の
選
手
た
ち
が
国
の

誇
り
を
胸
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。
選
手
一
人
ひ
と
り
の

力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
勝
利
の

た
め
に
は
個
々
の
力
だ
け
で
な

く
、
仲
間
を
信
頼
し
支
え
合
う

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
地
域
づ
く
り
も
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
、
課
題

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
、
地
域
、
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
と

共
に
本
宮
市
の
未
来
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。�（
国
分
）

９月議会定例会は９月２日に開会予定　請願・陳情は８月21日（16時まで）締切です。
※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。

発
行
責
任
者

　
　

議　
　

長　

斎
藤　

雅
彦

広
報
広
聴
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

磯
松　

俊
彦

　
　

副
委
員
長　

田
中
美
代
子

　
　

委　
　

員　

後
藤　

友
誉

　
　

委　
　

員　

渡
辺　

富
幸

　
　

委　
　

員　

国
分　

秀
好

　
　

委　
　

員　

玉
川　
　

実

　
　

委　
　

員　

根
本　

利
信

　
　

委　
　

員　

作
田　
　

博

あ　

と　

が　

き

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

もとみや幼児の家さんにカメラさんぽ

We' re
もとみやの未来っ子


